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大きさにびっくり！桜島大根を収穫（南九州市川辺町）　



私が描く「地域農業協同組合」

食農教育に期待すること

Vol.42

南さつま農業協同組合　代表理事組合長 柚木 弘文
　「食農教育」と言われ始めて久しくなりますが、

ＪＡでは幼稚園・保育園や小中学校での出前授業

や、教育機関と連携を図って、１年を通して食農教

育の支援活動を展開しています。中でもＪＡ独自の

活動として、15年前から「ちゃぐりんフレンドクラ

ブ」を結成し、地元の小学生を対象に、地域の農畜

産業、食品や加工品などをテーマにした体験活動

を通じて、農業への理解や地元愛を育む活動を実

施しています。この15年間に延べ584人の修了生

を送り出しました。

　令和元年度は９回の講義を実施し、２月15日に

は閉校式を行い、40人の修了生に対して修了証の

授与を終えたところです。この取り組みは、高齢化

や少子化が進む私たちの地域で次世代の子どもた

ちに、地域の農業や食品に対する愛着の醸成、作

物を育てて実際に食する楽しさや食品加工に対す

る興味を掘り起こすことで、将来、農業に携わる農

業者や、地域に定着して生活者として活動するこ

となどの期待を込めて、未来に向けた取り組みを

目的としています。

　平成25年からは、地元の農業高校である県立加

世田常潤高等学校と連携して、学校施設を活用し

ながら活動を展開し、高校教諭や生徒との交流の

場にもなっています。

　この取り組みを通じて、保護者の皆様からは、

「農業を体験することで、子どもたちの観察力、集

中力が身につき、食べ物に対する愛着が湧き、日々

子どもたちの成長を感じられる」と感謝のご意見も

いただいており、大変嬉しく思っています。可能で

あれば、農業高校との連携のみならず、組合員や農

業者の方々との交流も進めば、なお一層の成果が

得られるのではないかとも感じております。この活

動が将来、私たちの地域の農業や地域活性化に繋

がると信じて、今後も進めて参りたいと思います。
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Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
果
樹
部
会
は

一
月
十
四
日
、
南
さ
つ
ま
市
加

世
田
の
果
樹
生
産
農
家
・
中
山

茂
志
さ
ん
の
圃
場
で
、
令
和
元

年
産
「
き
ん
か
ん
春
姫
」
の
ハ

サ
ミ
入
れ
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
生
産
者
や
行
政
、
Ｊ
Ａ
関

係
者
ら
約
七
十
人
が
出
席
し
、

園
い
っ
ぱ
い
に
実
っ
た
き
ん
か

ん
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
、
出
荷
の

ス
タ
ー
ト
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
内
門
章
一
部
会
長

が
「
消
費
者
に
美
味
し
い
き
ん

か
ん
春
姫
を
届
け
た
い
と
い
う

意
気
込
み
で
生
産
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
生

産
し
た
き
ん
か
ん
春
姫
に
自
信

を
持
っ
て
、
最
後
ま
で
高
品
質

生
産
に
励
も
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
産
者
を
代
表
し
て

中
山
さ
ん
が
「
今
年
産
は
激
し

い
気
象
変
化
に
悩
ま
さ
れ
な
が

ら
も
、
日
頃
の
栽
培
努
力
に
よ

り
、
高
品
質
の
果
実
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。
全
国
の
消
費
者
に

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
美
味
し

い
き
ん
か
ん
生
産
に
努
め
、
生

産
履
歴
記
帳
や
農
薬
の
安
全
使

用
を
徹
底
し
ま
し
た
。
三
カ
月

間
、
高
品
質
の
き
ん
か
ん
春
姫

を
自
信
を
も
っ
て
出
荷
し
ま

す
」
と
消
費
地
に
向
け
て
力
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し

た
。
地
元
の
「
こ
ど
も
の
森
保

育
園
」
の
園
児
五
人
も
駆
け
つ

け
、
関
係
者
ら
と
き
ん
か
ん
に

ハ
サ
ミ
を
入
れ
、
収
穫
の
喜
び

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
「
き
ん
か
ん
春
姫
」
は
、
ハ

ウ
ス
栽
培
さ
れ
る
き
ん
か
ん
の

う
ち
、
糖
度
十
六
度
以
上
、
サ

イ
ズ
が
Ｌ
玉
以
上
、
完
全
着
色

で
紅
の
り
し
た
も
の
で
、
甘
み

が
強
く
酸
味
が
少
な
い
た
め
、

生
で
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
ま
す
。

平
成
十
七
年
に
「
南
さ
つ
ま
の

ハ
ウ
ス
き
ん
か
ん
」
と
し
て
、

か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
の
産
地
に

指
定
さ
れ
、
今
年
で
十
五
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
産
は
、
南
さ
つ
ま
市
や

南
九
州
市
、
枕
崎
市
の
生
産
農

家
四
十
八
戸
が
八・
四
㌶
で
栽

培
し
、
共
販
量
一
八
〇
㌧
、
共

販
額
一
億
一
、七
〇
〇
万
円
を

見
込
む
。
三
月
下
旬
ま
で
、
主

に
東
京
や
大
阪
、
県
内
市
場
に

出
荷
し
ま
す
。

テープカットで祝いました

「きんかん春姫」にハサミを入れる中山茂志さん（左）とＪＡの山下専務（右）

収穫を体験する園児

「
き
ん
か
ん
春
姫
」
い
よ
い
よ
出
番
！

�

Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
果
樹
部
会
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営
農
指
導
力
の
強
化
目
指
す

�

営
農
指
導
員
研
修
会タブレットを使って新機能を学ぶ営農指導員ら

　
営
農
指
導
員
の
指
導
力
強
化
と
情
報

共
有
を
図
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
は

一
月
十
五
日
、
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
営
農
指
導
員
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
指
導
員
や
関
係
者
約
二
十
人

が
参
加
し
、「
農
業
者
の
所
得
向
上
」

と
「
農
業
生
産
の
拡
大
」
に
向
け
て
、

様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
の
進

捗
状
況
や
今
後
の
方
針
を
確
認
し
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
「
営
農
支
援
シ
ス

テ
ム
」
の
有
効
的
な
活
用
方
法
や
、
四

月
か
ら
新
た
に
導
入
さ
れ
る
機
能
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

清
木
場
み
ど
り
さ
ん
が
体
験
発
表

�

第
六
十
五
回
Ｊ
Ａ
全
国
女
性
大
会体験活動を発表した清木場さん（左から３番目）

写真提供：ＪＡ県中央会

　
一
月
二
十
二
日
と
二
十
三
日
の
二
日

間
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
六
十
五

回
Ｊ
Ａ
全
国
女
性
大
会
で
、
Ｊ
Ａ
南
さ

つ
ま
加
世
田
支
所
女
性
部
の
清
木
場
み

ど
り
さ
ん
が
、
九
州
地
区
代
表
と
し
て

体
験
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
清
木
場
さ
ん
は
、
約
二
十
年
前
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
特
産
の
き
ん
か
ん
を

使
っ
た
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
加
工
に
よ
る

商
品
開
発
の
経
緯
や
、
仲
間
と
の
苦
労

や
喜
び
、
地
域
へ
の
思
い
を
発
表
し
ま

し
た
。
ま
た
、
清
木
場
さ
ん
を
含
む
各

地
区
の
発
表
者
六
名
に
は
、
全
国
農
業

協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞
と
Ｊ
Ａ
全
国

女
性
組
織
協
議
会
会
長
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

人参の出荷規格を確認する生産者ら

原
博
之
部
会
長
は
「
市
場
で
の
高
値
取

引
に
向
け
て
、
関
係
機
関
一
体
と
な
っ

た
計
画
的
な
出
荷
に
努
め
よ
う
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
年
度
産
は
、
枕
崎
・
知
覧
地
区
の

生
産
者
三
十
九
戸
が
栽
培
面
積
二
十
五

㌶
を
栽
培
し
、
販
売
数
量
一
、〇
〇
〇

㌧
、
金
額
で
一
億
二
、〇
〇
〇
万
円
を

計
画
し
て
お
り
、三
月
下
旬
ま
で
京
都・

大
阪
へ
出
荷
す
る
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
販
売
担
当
者
は
「
例
年
よ
り

暖
か
い
気
候
に
よ
り
順
調
に
生
育
が
進

ん
で
い
ま
す
。
本
年
産
も
摘
期
収
穫
と

選
果
を
徹
底
し
て
、
品
質
の
安
定
を
図

り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

枕崎人参選果場で集荷される○枕人参

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
枕
崎
人
参
生
産
部
会

は
、
一
月
二
十
一
日
か
ら
令
和
元
年
度

産

人
参
の
出
荷
が
始
ま
り
、
Ｊ
Ａ

枕
崎
人
参
選
果
場
で
は
、
職
員
ら
が
選

果
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。
平
成
三
十

年
に
導
入
し
た
自
動
封
函
機
と
、
交
換

し
た
セ
ン
サ
ー
ヘ
ッ
ド
に
よ
る
選
果

で
、
異
階
級
混
入
を
防
ぎ
、
高
精
度
で

効
率
的
な
選
果
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
一
月
二
十
三
日
に
は
、
Ｊ
Ａ
枕
崎
支

所
で
出
荷
協
議
会
を
開
催
し
、生
産
者
、

行
政
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
約
四
十
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
生
産
販
売
計
画
や
出
荷
販

売
要
領
、
集
荷
日
程
等
を
確
認
し
、
梶

　

人
参
い
よ
い
よ
出
荷

�

Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
枕
崎
人
参
生
産
部
会
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豊
作
願
い
葉
タ
バ
コ
播
種

�
加
世
田
・
川
辺
地
区
葉
タ
バ
コ
播
種
式

今年産の豊作を願う関係者ら

　
南
さ
つ
ま
市
加
世
田
の
葉
タ
バ
コ
共

同
育
苗
施
設
で
一
月
二
十
二
日
、
葉
タ

バ
コ
播
種
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
加
世

田
・
川
辺
地
区
の
生
産
者
や
行
政
、
Ｊ

Ａ
関
係
者
な
ど
約
六
十
人
が
出
席
し
、

今
年
産
の
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
関
係
者
は
、
ハ
ウ
ス
内
に
並
べ
ら
れ

た
育
苗
箱
に
、
鹿
沼
土
と
混
ぜ
た
葉
タ

バ
コ
の
種
を
丁
寧
に
ま
き
ま
し
た
。
今

年
産
は
両
地
区
で
十
八
戸
の
生
産
者

が
、
四
十
六
㌶
を
栽
培
す
る
予
定
で

す
。
生
産
者
の
上
釜
清
二
さ
ん
は
「
目

標
以
上
の
量
と
質
を
目
指
し
て
、
関
係

機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
生
産
に
励
み

た
い
」
と
意
欲
を
話
し
ま
し
た
。

好
機
生
か
し
て
Ｐ
Ｒ
に
注
力

�

枕
崎
市
茶
業
協
議
会

　

枕
崎
市
茶
業
協
議
会
は
二
月
四
日
、

Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
枕
崎
支
所
で
第
四
十
二

回
総
会
を
開
催
し
、
生
産
者
を
は
じ
め

行
政
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
六
十
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
令
和
二
年
度
事
業
計
画
や

予
算
案
等
の
全
四
議
案
を
決
議
し
ま
し

た
。
具
体
策
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
農
薬
飛
散
防
止
の
た
め
に
「
お

知
ら
せ
旗
」
の
設
置
で
、
安
心
・
安
全

で
ク
リ
ー
ン
な
茶
生
産
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、市
場
評
価
が
高
い
品
種「
さ

え
み
ど
り
」
を
活
か
し
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
や
、
か
ご
し
ま

国
体
で
の
消
費
拡
大
活
動
に
力
を
入
れ

る
方
針
を
固
め
ま
し
た
。

事業計画を協議する関係者ら

かわなべ牛のＰＲ販売を行う生産者ら

　
ま
た
、
二
月
一
日
と
二
日
に
同
市
で

開
か
れ
た
「
川
辺
二
日
市
」
に
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
賞
を
受
賞
し
た
酒
瀬
川

金
森
さ
ん
の
出
品
牛
を
販
売
し
、
生
産

者
や
Ｊ
Ａ
職
員
が
、
か
わ
な
べ
牛
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導

員
は
「
生
産
者
の
高
い
生
産
技
術
に
よ

り
、
今
年
の
川
辺
二
日
市
に
も
高
品
質

の
牛
肉
を
販
売
し
、
多
く
の
人
に
か
わ

な
べ
牛
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
結
果
は
次
の
通
り
。（
敬

称
略
）

▽
最
優
秀
賞
二
席
＝
宇
都
正
昭

▽
最
優
秀
賞
三
席
＝
古
市
幸
盛

枝肉を確認する関係者

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
か
わ
な
べ
牛
肉
用
牛

部
会
と
川
辺
繁
殖
生
産
牛
部
会
は
、
南

九
州
市
知
覧
町
の
㈱
Ｊ
Ａ
食
肉
か
ご
し

ま
南
薩
工
場
で
一
月
十
七
日
、
二
部
会

合
同
の
肉
牛
枝
肉
共
励
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
十
九
頭
（
去
勢
十
一
頭
、
雌
八

頭
）
が
出
品
さ
れ
、
最
優
秀
賞
一
席
に

五
反
田
一
郎
さ
ん
の
出
品
牛
「
下
花
１

０
６
３
」（
去
勢
）
が
輝
き
ま
し
た
。

　
全
体
平
均
は
、
枝
肉
重
量
五
〇
一
・

二
㌔
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
六
八
・
五
平
方

㌢
、
バ
ラ
の
厚
さ
八
・
二
㌢
、
脂
肪
交

雑
基
準
（
Ｂ
Ｍ
Ｓ
）
は
八
・
四
、
Ａ
４

等
級
以
上
の
割
合
を
示
す
上
物
率
は
八

四
・
二
％
で
し
た
。

最
優
秀
賞
一
席
に
五
反
田
一
郎
さ
ん

�

二
部
会
合
同
肉
牛
枝
肉
共
励
会
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全体運…上昇運です。周りの様子を見ながらゆったり進めましょう。いい感じでまとまり、あなたへの信頼も深まります
健康運…無理は禁物です。疲れたら早めに休んで　　幸運を呼ぶ食べ物…フキのとうおひつじ座おひつじ座

3月21日～
　4月19日

全体運…良好です。疎遠だった人とも連絡が取れ、うれしいニュースも。近距離の旅行にもツキが。お花見の計画を立てて
健康運…体力アップのチャンス。運動量を増やして　　幸運を呼ぶ食べ物…サワラ おうし座おうし座

4月20日～
　5月20日

3月の運勢3月の運勢

農業中心に元気な地域づくり
清原自治振興会総会

伝統行事「お伊勢講」
笠沙町片浦集落

魚食の大切さ学ぶ
大浦保育園

　南さつま市坊津町の清原自治振興会は１月19日、令
和２年度総会を開催し、地域住民や行政、ＪＡ関係者な
ど約70人が出席しました。総会では、公民館活動の充
実を図るとともに、農業に力を入れた地域づくりを目指
すことを確認しました。
　併せて開かれた農産物品評会には、地区住民から151
点が出品され、入賞者の表彰も行われました。米山三夫
会長は「行政やＪＡと協力しながら、清原を盛り上げて
いきたい」と話しました。

坊津

笠沙 大浦

　南さつま市笠沙町片浦集落で２月11日、伝統行事「お
伊勢講」が行われました。女装して鬼や天狗、キツネな
どの面を被った「振り子」16人が、「オイヤナ、オイヤ
ナ」という大きな掛け声で、なぎなたを左右に振りなが
ら集落を練り歩きました。「オイヤナ」は、「いらっしゃ
いますか」という意味で、伊勢参りの旅費集めが由来と
されています。沿道には、地元住民が一行を待ち受けて、
お賽銭を渡して振り子になぎなたで頭や肩を叩いてもら
い、一年の家内安全と無病息災を祈りました。

　大浦保育園の園児らは１月23日、地元産の魚を使っ
た魚肉ハンバーグ作りに挑戦しました。
　南さつま市役所商工水産課の南吉文さんが魚の解体を
披露し、魚のからだの仕組みなどを教えました。同市役
所職員とＪＡ南さつまの生活指導員の指導のもと、園児
らは、魚の切り身と調味料をフードプロセッサーでよく
混ぜ、丁寧に形を整えてホットプレートで焼き上げ、魚
肉ハンバーグを完成させました。試食では、「おいしい」
と笑顔を見せながら料理を味わいました。

柏木広報委員柳元広報委員

山口広報委員
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全体運…上昇運です。周りの様子を見ながらゆったり進めましょう。いい感じでまとまり、あなたへの信頼も深まります
健康運…無理は禁物です。疲れたら早めに休んで　　幸運を呼ぶ食べ物…フキのとうおひつじ座おひつじ座

3月21日～
　4月19日

全体運…良好です。疎遠だった人とも連絡が取れ、うれしいニュースも。近距離の旅行にもツキが。お花見の計画を立てて
健康運…体力アップのチャンス。運動量を増やして　　幸運を呼ぶ食べ物…サワラ おうし座おうし座

4月20日～
　5月20日

3月の運勢3月の運勢

春告げる伝統の二日市
川辺町商店街

自慢の品持ち寄り品評会
枕崎市内各集落

研究の成果を発表
県立加世田常潤高等学校

春をよぶ・福もよぶ
ちらんまち二日市

　鹿児島県の三大市として知られる恒例の川辺二日市が
２月１、２日の２日間、南九州市の川辺町商店街で開催
され、大勢の買い物客で賑わいました。
　1.3㌔にわたり歩行者天国となった商店街には、骨と
う品や植木、伝統工芸の川辺仏壇など約400の露店が並
びました。また、バナナのたたき売りやダンス、音楽演
奏などの催し物が行われたほか、チンドン行列が商店街
を練り歩き商店街を盛り上げました。

　枕崎市内の各集落公民館では、毎年１月に地域住民が
栽培した農産物や加工品、手芸などを持ち寄り、「なん
でも品評会」を開いています。今年も各集落で品評会や、
出品された野菜の販売会が行われました。１月11日に
宇都集落公民館で行われた品評会には、集落住民が丹精
込めて栽培した旬の野菜や果物、花など85点が出品さ
れ、ＪＡ南さつま枕崎支所経済課の職員らが、外観や適
期収穫、品質などの審査を行いました。

　南さつま市加世田の県立加世田常潤高等学校は１月
21日、農業クラブ校内プロジェクト発表会を開催しま
した。８つの専攻班が、農畜産物の栽培・飼育研究や６
次産業化を目指した商品開発などを発表し、行政やＪＡ
南さつま、学校関係者が審査員を務め、発表態度や研究
内容の有効性、独自性などを審査しました。
　講評では、南薩地域振興局農政普及課の黒木麻子さん
が「チーム一丸となって取り組んでいたことが伝わる発
表でした。社会に出てからもこの経験を活かしてほしい」
と生徒らにエールを送りました。

川辺枕崎

加世田知覧

宇治野広報委員猪谷広報委員

西元広報委員 小田広報委員

　早春を彩るちらんまち二日市が２月１日と２日の２日
間、南九州市知覧町の知覧まち商店街で開催されました。
約200メートルの歩行者天国となった商店街には、植木
や刃物、衣料品、飲食店などが並び、大勢の買い物客で
賑わいました。
　県立薩南工業高校の生徒らによる実習作品の展示やお
茶のふるまい、知覧小学校の金管バンドの演奏などが行
われたほか、青森県平川市のりんごや富山県となみ市の
農水産加工品などの特産品も販売されました。
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全体運…あちこちから声が掛かり、交通整理が大変かも。自分の意見をちゃんと伝えて。あいまいにしておくと困ることに
健康運…準備体操と休憩が大事。無理のない運動を　　幸運を呼ぶ食べ物…ルッコラてんびん座てんびん座

3月の運勢

9月23日～
10月23日

全体運…対人運が活発化。待っていた吉報も入りにっこりできそう。ただ交際費がかかるのが玉にきず。家計簿を付けて
健康運…ダンスやグループで楽しむスポーツが◎　　幸運を呼ぶ食べ物…シラス さそり座さそり座

3月の運勢

10月24日～
11月22日

ちゃぐりん
通信
ちゃぐりん
通信
（第8号）

ちゃぐりんフレンドクラブ
事務局
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Ａ
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地ち

部ぶ
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い

長ち
ょ
う

は
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９
月が

つ

に
は
ク
ル
ク
マ
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か
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た
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ン
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も
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と
話は

な

し
ま
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た
。
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2020年
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総
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日
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２
年

２
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郵 便 は が き

8 9 7 0 3 0 263 円 切 手 を
貼って下さい。
又は JA窓口へ

読者の皆様から寄せられた

ご意見・ご感想などを

ご紹介します

　元日は天気が良かったので、素晴
らしい初日の出を撮ることができま
した。額に入れて飾っています。南
九州市の広報誌の表紙とうれしい限
りです。
� （南九州市知覧町　Ｙ．Ｍさん）

　年齢とともに料理のレパートリー
が少なくなりましたが、今が旬の
コーナーの料理がわかりやすく作り
やすいです。とても役立っておりま
す。
� （枕崎市　Ｉ．Ｉさん）

　農家ではありませんが、毎月いた
だいて読ませてもらっています。今
のところ、さつまいもを少しばかり
植えています。いつか役立つかもと
「チャレンジ家庭菜園」を切り取っ
てためています。いつかこの中から
チャレンジする対象を見つけたいも
のです。
�（南さつま市笠沙町　Ｎ．Ｋさん）
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南さつま市加世田
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
係
宛

元
はじめ

　優
ゆうせい

誠くん　（６）

心
こは る

陽ちゃん（２）

このコーナーでは管内在住のお子様や、元気に明るく働く女性を
掲載いたします。自薦・他薦でもよろしいですので、ご希望の方は、
総合対策部　経営企画課 TEL0993-58-7117 まで、ご連絡下さい。

思い出の地、竹田神社で撮影した優誠くん（左）と心陽ちゃん（右）

　ご両親の地元・奄美大島の伝統工芸品「大
島紬」で仕立てた着物がよく似合う優誠くん、
心陽ちゃんです。２人の好きな食べ物はいち
ごで、優誠くんは戦いごっこ、心陽ちゃんは
パズル遊びにハマっているそうです。

「兄妹２人仲良く、
� 元気に過ごしてほしいです」

元　文孝さん・貴恵さん

　


